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｢柔軟全周囲クローラ（FMT）」

＜概要＞ 本研究は、3軸方向に湾曲することが可能な1本の柔軟なクローラによる新しい移動機構：柔軟全周囲
クローラ（FMT）を提案するとともに、実機によりその移動特性を明らかにした。FMTは、剛体で構成される従来の
クローラ型移動機構とは異なり、側面を除く全周囲をクローラベルトで被覆可能であるため、突起物乗り上げや布
状物巻き込みなどの問題を回避できる可能性がある。また、旋回時、路面に対する滑りが少なく、差動旋回を行う
場合に問題となる軟弱地における路面損傷を低減できる。したがって、災害の状況に合わせて従来の移動機構
とともに選択的に用いることで、多様な災害現場での状況に応じたレスキュー活動の一端を担える可能性を持っ
ている。
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2011年3月11日の東日本大震災と福島原発事故等により、東北地方や首都圏で多くの人々が被災した。避難所
での生活が長引く中、2週間から1か月ほどで最低限の衣食住が確保されても、集団生活のストレス、将来の不安、
家族の安否の不安等があった。また、数か月たち、仮設住宅等に入居しても、環境の変化や、新たな人間関係の
構築等のストレスがあった。多くの支援者も、話しかけを難しく感じていた。そのような中、これまでの震災時の経
験を踏まえて、震災後1か月目からを目安に、避難所に管理者の許可を得てセラピー用ロボット・パロと共に訪問
を開始し、企業等の連携により、被災地の医療福祉施設、各種学校、仮設住宅地等へ無償貸し出しやアメリカか
らの寄贈等を実施することにより、多くの人々が笑顔を取り戻し、自然な会話を行い、被災者同士や被災者と支援
者のコミュニケーションのきっかけや話題になり、非常に喜ばれた。現在も、約８０対のパロが東北３県の被災地支
援活動として活用されている。


